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1.  平成21年3月期第1四半期の連結業績（平成20年4月1日～平成20年6月30日） 

（注） １．21年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載しておりません。 
    ２．20年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。  

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

21年3月期第1四半期 12,249 ― 1,028 ― 600 ― 549 ―

20年3月期第1四半期 17,090 13.3 1,802 △20.5 1,501 △36.8 △240 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期純利

益

円 銭 円 銭

21年3月期第1四半期 2.29 ―

20年3月期第1四半期 △0.08 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

21年3月期第1四半期 230,107 57,736 23.4 224.38
20年3月期 272,983 58,763 20.1 228.89

（参考） 自己資本  21年3月期第1四半期  53,765百万円 20年3月期  54,847百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  

   21年３月期（予想）については、未定であります。  

1株当たり配当金

（基準日） 第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

20年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
21年3月期 ― ――― ――― ――― ―――

21年3月期（予想） ――― ― ― ― ―

3.  平成21年3月期の連結業績予想（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 
（％表示は通期は対前期、第2四半期連結累計期間は対前年同四半期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純

利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期連結累計期間 25,000 ― 1,800 ― 1,500 ― 1,300 ― 5.43
通期 60,000 △27.7 5,200 ― 5,000 ― 4,000 ― 16.69

4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  

（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「4. その他」をご覧ください。  

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注） 詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】「4. その他」をご覧ください。  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
１． 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業 
   績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、４ページ【定性的 
   情報・財務諸表等】「3. 連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
２． 当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針 
   第14号）を適用しております。また、「四半期連結財務諸表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。 
３． 当社は、平成19年８月31日付で20株につき１株の割合をもって株式併合しております。なお、株式併合に伴う希薄化を修正・調整した数値は、２ページの「株式併合 
   に伴う１株当たり数値の遡及修正」をご覧ください。 
４． 配当予想については、当社を取り巻く経営環境の変化を見定め、財務の健全性を保ちつつ柔軟に対応していく予定であるため未定としており、確定次第公表いたし 
   ます。  

新規 ― 社 （社名 ） 除外 ― 社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 21年3月期第1四半期 245,894,350株 20年3月期 245,894,350株

② 期末自己株式数 21年3月期第1四半期 6,280,423株 20年3月期 6,276,613株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 21年3月期第1四半期 239,615,948株 20年3月期第1四半期 2,849,280,001株
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(参考) 株式併合に伴う１株当たり数値の遡及修正

当社は、平成19年８月31日付けで普通株式20株につき１株の割合をもって株式併合いたしました。前期首
に当該株式併合が行われたと仮定した場合における前年同四半期連結累計期間（20年３月期第１四半期）の
１株当たり情報の各数値は次のとおりであります。

20年３月期第１四半期

　 円 　 銭

１株当たり当期純利益 △1 69

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 ― ―

期中平均株式数（株） 　   142,464,000

(注) 1. 当社は、平成20年２月20日付でＴＰＧが運営する投資媒体を割当先とした第三者割当により当社普通株式

100,000,000株の新株式を発行しております。

2. 20年３月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失である

ため記載しておりません。
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【定性的情報・財務諸表等】

1. 連結経営成績に関する定性的情報
当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、グローバルな金融資本市場の混乱が長期化する中、世

界的な景気後退懸念や原油価格の高騰などにより、企業収益や個人消費が低迷するなど、景気の先行き不透
明感が増してきております。
こうした状況下、当社グループは、前連結会計年度より進めてまいりました経営改革プログラムの実施を

一層推進し、営業債権ポートフォリオの変革に伴う資産の圧縮、グループ会社の再編を含めた事業体制の見
直しなど、更なる経営効率化に取り組んでまいりました。
当第１四半期連結会計期間における営業収益は、与信の厳格化等、引続き慎重な営業体制としたことによ

る、営業貸付金扱い高・営業貸付金残高の減少などにより、前年同期比4,840百万円（28.3％）減少の12,249
百万円となりました。営業利益は、経営改革プログラムの効果により貸倒関連費用などの販売費及び一般管
理費が減少したことから、前年同期比773百万円（42.9％）減少の1,028百万円となり、経常利益は、前年同
期比900百万円（60.0％）減少の600百万円となりました。四半期純利益は、受取補償金200百万円、投資有価
証券売却益105百万円を計上したことに加え、前年同期に比べ特別損失が減少したことなどにより、前年同期
比789百万円増加の549百万円となりました。

事業の種類別セグメントにおける業績は以下のとおりであります。

① 総合金融サービス事業
総合金融サービス事業につきましては、中堅中小企業に対する有担保ローン・無担保ローン及びリー

ス・割賦等の金融サービスを中心に展開しております。この他、経営環境の変化に柔軟に対応すべく、信
用保証事業及び投資銀行業務等を推進いたしました。
営業収益は前年同期比5,279百万円（49.3％）減少の5,424百万円、営業利益は前年同期比274百万円減

少の206百万円の営業損失となりました。

② 債権管理回収事業
債権管理回収事業につきましては、引き続き慎重な投資判断とコンプライアンスを重視した回収業務の

推進、また不動産関連業務、再生支援業務等の強化に努めました。
営業収益は前年同期比577百万円（11.4％）増加の5,626百万円、営業利益は前年同期比1,256百万円

（63.1％）減少の734百万円となりました。

③ 不動産事業
不動産事業につきましては、保有資産のバリューアップと投資効率の向上に努めました。
営業収益は前年同期比15百万円（1.3％）減少の1,150百万円、営業利益は前年同期比168百万円（34.9

％）増加の651百万円となりました。

④ その他の事業
その他の事業につきましては、事業者支援事業等を行っており、営業収益は前年同期比123百万円

（71.9％）減少の48百万円、営業損失は前年同期比78百万円（58.2％）減少の55百万円となりました。

2. 連結財政状態に関する定性的情報
(1) 資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ商業手形及び営業貸付金が36,073百
万円、買取債権が3,064百万円それぞれ減少したことなどにより、42,876百万円（15.7％）減少の230,107
百万円となりました。
負債につきましては、営業資産の減少に伴い短期・長期有利子負債の合計が39,459百万円減少したこと

などにより、前連結会計年度末に比べ41,849百万円（19.5％）減少の172,370百万円となりました。
純資産につきましては、四半期純利益の計上により利益剰余金が549百万円増加したものの、為替換算調

整勘定及びその他有価証券評価差額金の減少により評価・換算差額等が1,630百万円減少したことなどか
ら、前連結会計年度末に比べ1,027百万円（1.7％）減少の57,736百万円となりました。

(2) キャッシュ・フローの状況
当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ1,992百万円減少し7,560百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであり
ます。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間における営業活動によるキャッシュ・フローは、35,889百万円の増加（前年

同期は10,448百万円の増加）となりました。 
　これは、税金等調整前四半期純利益が771百万円（前年同期は634百万円の税金等調整前四半期純利益）
となったことに加え、営業貸付金の純減少による資金の増加が31,716百万円（前年同期は16,585百万円の
資金の増加）、買取債権の純減少による資金の増加が2,473百万円（前年同期は899百万円の資金の減少）と
なったことなどによるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間における投資活動によるキャッシュ・フローは、1,001百万円の増加（前年同

期は850百万円の減少）となりました。 
　これは、主に投資有価証券の取得及び売却による資金の減少が636百万円（前年同期は101百万円の資金
の増加）となったものの、関係会社貸付金の回収による収入が1,714百万円となったことなどによるもので
あります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）
当第１四半期連結会計期間における財務活動によるキャッシュ・フローは、38,883百万円の減少（前年

同期は1,393百万円の増加）となりました。 
　これは、主に有利子負債の純減少による資金の減少が39,459百万円（前年同期は1,393百万円の資金の増
加）となったことなどによるものであります。

3. 連結業績予想に関する定性的情報
当第１四半期連結会計期間の経営成績は、概ね計画通りに進捗しており、第２四半期及び通期業績予想の

変更はありません。

4. その他
(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　該当事項はありません。

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用
簡便な会計処理
繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法
繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差

異の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予
測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
①  当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準委員会 平成19年３月14

日 企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準委員会
平成19年３月14日 企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸表
規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

②  総合金融サービス事業を行う提出会社及び連結子会社におきましては、従来、借入等に係る金融費
用を、当該借入等の目的が明らかに営業取引に対応していない場合を除き、営業費用として計上して
おりましたが、当第１四半期連結会計期間より、総資産を総合金融サービス事業に係る営業資産とそ
れ以外の資産に区分し、当該資産残高を基準として、営業資産に対応する金融費用を営業費用に、そ
れ以外の資産に対応する金融費用を営業外費用に計上する方法に変更しております。
この変更は、営業貸付金を始めとする総合金融サービス事業に係る営業資産が近時減少傾向にある

ため、同事業を行う提出会社等が調達した資金のうち、関係会社貸付金等を通じて間接的に債権管理
回収事業・不動産事業等の営業資産に投下される資金の比率の高まりが顕著となってきたこと並びに
提出会社におけるフィービジネスへの転換・強化の方針決定により、その傾向は今後も継続すること
が見込まれることから、費用収益を適切に対応させ、段階損益をより適正に表示することを目的に行
うものであります。
この変更により、従来の方法によった場合に比べ、「営業費用」は308百万円減少し、「営業総利

益」、「営業利益」及び「営業外費用」はそれぞれ同額増加しておりますが、「経常利益」及び「税金
等調整前四半期純利益」に与える影響はありません。
また、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載をしております。
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5. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 10,748 11,652

商業手形及び営業貸付金 88,472 124,545

求償債権 2,851 2,043

割賦債権 5,148 5,522

買取債権 25,712 28,777

買取不動産 17,533 19,145

販売用不動産 15,871 15,902

仕掛販売用不動産 10,167 9,910

信用取引資産 2,628 2,554

その他 12,901 15,273

貸倒引当金 △15,808 △18,901

流動資産合計 176,227 216,425

固定資産

有形固定資産 5,992 6,466

無形固定資産 1,727 1,933

投資その他の資産

投資有価証券 30,013 31,358

その他 27,144 26,873

貸倒引当金 △11,344 △10,440

投資その他の資産合計 45,813 47,791

固定資産合計 53,534 56,191

繰延資産 345 367

資産合計 230,107 272,983
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末

(平成20年６月30日)

前連結会計年度末に係る

要約連結貸借対照表

(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 424 284

短期借入金 20,784 24,944

1年内返済予定の長期借入金 49,084 63,168

1年内償還予定の社債 20,030 27,530

信用取引負債 2,334 1,885

未払法人税等 1,818 2,529

引当金 1,644 1,553

その他 5,550 6,317

流動負債合計 101,671 128,213

固定負債

社債 30,230 30,230

長期借入金 22,962 28,426

債権信託見合債務 1,934 10,185

利息返還損失引当金 10,077 10,766

関係会社事業損失引当金 5,240 5,850

その他の引当金 27 324

その他 158 154

固定負債合計 70,630 85,938

特別法上の準備金

証券取引責任準備金 68 68

特別法上の準備金合計 68 68

負債合計 172,370 214,219

純資産の部

株主資本

資本金 26,289 26,289

資本剰余金 30,180 30,180

利益剰余金 2,629 2,080

自己株式 △3,892 △3,892

株主資本合計 55,206 54,658

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △703 73

繰延ヘッジ損益 △0 △0

為替換算調整勘定 △737 116

評価・換算差額等合計 △1,441 189

新株予約権 101 102

少数株主持分 3,870 3,814

純資産合計 57,736 58,763

負債純資産合計 230,107 272,983
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(2) 四半期連結損益計算書

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

  至 平成20年６月30日)

営業収益 12,249

営業費用 6,517

営業総利益 5,732

販売費及び一般管理費 4,704

営業利益 1,028

営業外収益

受取利息 39

受取配当金 25

受取保証料 152

その他 68

営業外収益合計 285

営業外費用

支払利息 575

持分法による投資損失 65

投資事業組合運用損 34

その他 37

営業外費用合計 713

経常利益 600

特別利益

固定資産売却益 2

投資有価証券売却益 105

受取補償金 200

その他 2

特別利益合計 310

特別損失

固定資産売却損 0

固定資産除却損 9

減損損失 64

投資有価証券評価損 31

その他 33

特別損失合計 139

税金等調整前四半期純利益 771

法人税、住民税及び事業税 104

法人税等調整額 37

法人税等合計 141

少数株主利益 80

四半期純利益 549

― 7 ―

決算短信 2008年08月13日 12時07分 05734xe06_in 6ページ （Tess 1.10 20080626_01）



ＮＩＳグループ㈱(8571)平成21年３月期 第１四半期決算短信

(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

  至 平成20年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 771

減価償却費 540

減損損失 64

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2,189

利息返還損失引当金の増減額（△は減少） △689

関係会社事業損失引当金の増減額（△は減少） △609

その他の引当金の増減額（△は減少） △205

受取利息及び受取配当金 △129

支払利息 1,293

固定資産除売却損益（△は益） 7

投資有価証券売却損益（△は益） △105

投資有価証券評価損益（△は益） 31

貸倒償却額 3,201

未収営業貸付金利息の増減額（△は増加） 81

未経過営業貸付金利息の増減額（△は減少） △4

その他 △682

小計 1,376

利息及び配当金の受取額 106

利息の支払額 △1,608

法人税等の支払額 △920

小計 △1,045

営業貸付金の増減額（△は増加） 31,716

買取債権の増減額（△は増加） 2,473

買取不動産の増減額（△は増加） 1,609

リース資産の取得による支出 △138

割賦債権の増減額（△は増加） 326

販売用不動産及び仕掛販売用不動産の増減額

（△は増加）
△151

営業投資有価証券の増減額（△は増加） 1,100

営業活動によるキャッシュ・フロー 35,889
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（単位：百万円）

当第１四半期連結累計期間

(自 平成20年４月１日

  至 平成20年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △450

有形固定資産の取得による支出 △21

有形固定資産の売却による収入 18

無形固定資産の取得による支出 △16

投資有価証券の取得による支出 △1,839

投資有価証券の売却による収入 1,203

その他の関係会社有価証券の償還による収入 369

関係会社貸付金の回収による収入 1,714

その他 23

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,001

財務活動によるキャッシュ・フロー

制限付預金の預入による支出 △638

短期借入れによる収入 7,400

短期借入金の返済による支出 △11,560

長期借入れによる収入 3,238

長期借入金の返済による支出 △22,787

社債の償還による支出 △7,500

債権信託見合債務の減少額 △8,250

その他 1,214

財務活動によるキャッシュ・フロー △38,883

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,992

現金及び現金同等物の期首残高 9,552

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,560

― 9 ―

決算短信 2008年08月13日 12時07分 05734xe06_in 8ページ （Tess 1.10 20080626_01）



ＮＩＳグループ㈱(8571)平成21年３月期 第１四半期決算短信

当連結会計年度より「四半期財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第12号)及び「四半期財務諸表に

関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第14号)を適用しております。また、「四半期連結財務諸

表規則」に従い四半期連結財務諸表を作成しております。

(4) 継続企業の前提に関する注記

該当事項はありません。

(5) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

（単位：百万円）

総合金融 債権管理 不動産 その他の
計

消去又は
連結

サービス事業 回収事業 事業 事業 全社

営業収益

(1)外部顧客に対する営業収益 5,424 5,626 1,150 48 12,249 ― 12,249

(2)セグメント間の内部営業
192 ― ― 0 193 (193) ―

   収益又は振替高

計 5,617 5,626 1,150 48 12,443 (193) 12,249

営業利益又は営業損失（△） △206 734 651 △55 1,124 (95) 1,028

(注) 1. 事業の区分の方法

事業の区分は、事業の種類・性質及び営業取引の類似性を考慮して区分したものであります。

 2. 各事業区分の主な内容

(1)総合金融サービス事業・・・消費者及び事業者を対象とした各種ローン、リース等の提供及び保証並びに証

券事業

(2)債権管理回収事業・・・・・特定金銭債権の管理、回収、買取及び投資

(3)不動産事業・・・・・・・・不動産売買、不動産開発、アセットマネジメント

(4)その他の事業・・・・・・・事業者支援事業、保険代理事業等

 3. 「【定性的情報・財務諸表等】4. その他」に記載のとおり、総合金融サービス事業を行う提出会社及び連結子

会社におきましては、従来、借入等に係る金融費用を、当該借入等の目的が明らかに営業取引に対応していな

い場合を除き、営業費用として計上しておりましたが、当第１四半期連結会計期間より、総資産を総合金融サ

ービス事業に係る営業資産とそれ以外の資産に区分し、当該資産残高を基準として、営業資産に対応する金融

費用を営業費用に、それ以外の資産に対応する金融費用を営業外費用に計上する方法に変更しております。

この変更により、従来の方法によった場合に比べ「総合金融サービス事業」において「営業費用」が260百万

円減少し、「営業利益」が同額増加しております。

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、いずれも90％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

該当事項はありません。

(7) 重要な後発事象

当第１四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年６月30日）

平成20年５月23日開催の取締役会及び平成20年６月24日開催の株主総会において承認された合併契約に

基づき、平成20年７月１日に連結子会社であるＮＩＳ不動産株式会社を吸収合併いたしました。

① 結合当事企業及びその事業の内容、企業結合の法的形式、結合後企業の名称並びに取引目的を含む

取引の概要

(a) 結合当事企業の名称及びその事業の内容

結合企業 名称   ＮＩＳグループ株式会社 

事業の内容 事業者向ローン事業、消費者向ローン事業、信用保証事業

被結合企業 名称   ＮＩＳ不動産株式会社

事業の内容 不動産売買、不動産開発、アセットマネジメント

(b) 企業結合の法的形式

ＮＩＳグループ株式会社を吸収合併存続会社、ＮIＳ不動産株式会社を吸収合併消滅会社とす

る吸収合併。

(c) 結合後企業の名称

ＮＩＳグループ株式会社

(d) 取引の目的を含む取引の概要

ＮＩＳ不動産株式会社は、日本国内の不動産に対するプリンシパル・インベストメント事業

を展開しており、当社グループが注力している不動産関連事業の中心的企業であります。本合

併は、グループ再編による一層の経営効率化を図るものであります。

② 実施する会計処理の概要

「企業結合に係る会計基準」（企業会計審議会 平成15年10月31日）及び「企業結合会計基準及び

事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準委員会 企業会計基準適用指針第10号 最終

改正平成19年11月15日）に基づき、共通支配下の取引として会計処理を行います。
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「参考資料」

(1) （要約）前四半期連結損益計算書

科目

前第１四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日 

　至 平成19年６月30日）

金額（百万円）

Ⅰ 営業収益 17,090

Ⅱ 営業費用 5,617

　 営業総利益 11,473

Ⅲ 販売費及び一般管理費 9,670

　 営業利益 1,802

Ⅳ 営業外収益 467

Ⅴ 営業外費用 767

　 経常利益 1,501

Ⅵ 特別利益 35

Ⅶ 特別損失 902

　 税金等調整前四半期純利益 634

　 法人税、住民税及び事業税 1,725

　 法人税等調整額 △1,089

　 少数株主利益 238

　 四半期純損失 240
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(2) （要約）前四半期連結キャッシュ・フロー計算書

前第１四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日 

　至 平成19年６月30日）

区 分 金額（百万円）

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー

　 税金等調整前四半期純利益 634

　 減価償却費 531

　 貸倒引当金の増加額 1,081

　 利息返還損失引当金の減少額 △791

　 賞与引当金の減少額 △299

　 役員賞与引当金の減少額 △63

　 受取利息及び受取配当金 △760

　 支払利息 1,331

　 固定資産除却損 2

　 投資有価証券売却益 △29

　 投資有価証券評価減 888

　 貸倒償却額 3,033

　 持分変動差損 10

　 未収営業貸付金利息の減少額 165

　 未経過営業貸付金利息の減少額 △37

　 その他 △1,283

小計 4,414

　 受取利息及び配当金の受取額 751

　 利息の支払額 △1,277

　 法人税等の支払額 △3,813

小計 75

　 営業貸付金の貸付による支出 △52,062

　 営業貸付金の回収による収入 68,647

　 債権の買取による支出 △2,760

　 買取債権の回収による収入 1,861

　 リース資産の取得による支出 △487

　 割賦債権の増加額 △945

　 買取不動産の増減額 227

　 販売用不動産及び仕掛販売用不動産の増加額 △4,106

　営業活動によるキャッシュ・フロー 10,448
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前第１四半期連結累計期間

（自 平成19年４月１日 

　至 平成19年６月30日）

区 分 金額（百万円）

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

　 定期預金の預入による支出 △124

　 定期預金の払戻による収入 124

　 有形固定資産の取得による支出 △116

　 有形固定資産の売却による収入 2

　 無形固定資産の取得による支出 △31

　 投資有価証券の取得による支出 △1,626

　 投資有価証券の売却による収入 62

　 投資有価証券の償還による収入 1,665

　 出資金の増減による収入 363

　 その他（△は支出） △1,168

　投資活動によるキャッシュ・フロー △850

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

　 制限付預金の預入による支出 △776

　 制限付預金の引出による収入 840

　 短期借入れによる収入 8,440

　 短期借入金の返済による支出 △46,354

　 コマーシャル・ペーパーの発行による収入 28,800

　 コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △29,400

　 長期借入れによる収入 33,350

　 長期借入金の返済による支出 △17,255

　 社債の発行による収入 24,011

　 債権信託見合債務の増加額 4,150

　 債権信託見合債務の減少額 △4,348

　 有価証券消費貸借契約による担保金返還額 △230

　 長期預け金の増加額 △369

　 長期預け金の減少額 475

　 少数株主からの払込による収入 139

　 配当金の支払額 △3

　 少数株主への配当金の支払額 △71

　 自己株式の取得による支出 △200

　 自己株式の売却による収入 105

　 その他 90

　財務活動によるキャッシュ・フロー 1,393

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額 △44

Ⅴ 現金及び現金同等物の増加額 10,947

Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高 27,625

Ⅶ 現金及び現金同等物の四半期末残高 38,573
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(3) セグメント情報

【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日）

（単位：百万円）

総合金融 債権管理 不動産 その他の
計

消去又は
連結

サービス事業 回収事業 事業 事業 全社

営業収益

(1)外部顧客に対する営業収益 10,703 5,049 1,166 171 17,090 ― 17,090

(2)セグメント間の内部営業
510 6,486 ― 9 7,006 (7,006) ―

   収益又は振替高

計 11,214 11,535 1,166 181 24,097 (7,006) 17,090

営業利益又は営業損失（△） 68 1,991 483 △133 2,408 (606) 1,802

(注) 1. 事業の区分の方法

事業の区分は、事業の種類・性質及び営業取引の類似性を考慮して区分したものであります。

 2. 各事業区分の主な内容

(1)総合金融サービス事業・・・消費者及び事業者を対象とした各種ローン、リース等の提供及び保証並びに

証券事業

(2)債権管理回収事業・・・・・特定金銭債権の管理、回収、買取及び投資

(3)不動産事業・・・・・・・・不動産売買、不動産開発、アセットマネジメント

(4)その他の事業・・・・・・・事業者支援事業、保険代理事業等

【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日）

全セグメントの売上高の合計に占める日本の割合が、いずれも90％を超えているため、所在地別セグメ

ント情報の記載を省略しております。

【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間（自 平成19年４月１日 至 平成19年６月30日）

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

― 15 ―

決算短信 2008年08月13日 12時07分 05734xe06_in 14ページ （Tess 1.10 20080626_01）



ＮＩＳグループ㈱(8571)平成21年３月期 第１四半期決算短信

6. その他の情報

【当社グループにおける営業実績】

(1) 事業別営業収益

区分

当第１四半期連結累計期間
（自 平成20年４月１日
　 至 平成20年６月30日）

前第１四半期連結累計期間
（自 平成19年４月１日
  至 平成19年６月30日）

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

担保付ローン 977 8.0 1,638 9.6

事業者向ローン 1,430 11.7 3,361 19.7

営業貸付
金利息

商業手形割引 1 0.0 45 0.3

消費者向ローン 771 6.3 1,409 8.2

総合金融
サービス

事業

計 3,180 26.0 6,454 37.8

受取手数料 52 0.4 592 3.5

受取保証料 258 2.1 514 3.0

リース・割賦売上高 1,054 8.6 1,654 9.7

その他 878 7.2 1,487 8.7

計 2,244 18.3 4,249 24.9

小計 5,424 44.3 10,703 62.7

債権管理
回収事業

買取債権回収高 3,320 27.1 3,334 19.5

買取不動産売却収入 1,727 14.1 953 5.6

その他 577 4.7 760 4.4

小計 5,626 45.9 5,049 29.5

不動産
事業

不動産売却収入 830 6.8 706 4.1

その他 320 2.6 459 2.7

小計 1,150 9.4 1,166 6.8

その他の
事業

その他 48 0.4 171 1.0

合計 12,249 100.0 17,090 100.0

(注) 1. 事業区分は、事業の種類別セグメント情報の区分と同一であります。

 2. 上記金額には、消費税等は含まれておりません。
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(2) 事業別営業資産

区分

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前第１四半期連結会計期間末
（平成19年６月30日）

金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

担保付ローン 42,139 24.0 89,273 30.0

商業手形
及び営業
貸付金

事業者向ローン 27,258 15.6 70,488 23.7

商業手形割引 28 0.0 1,692 0.5

消費者向ローン 19,045 10.9 31,051 10.4

計 88,472 50.5 192,505 64.6

求償債権 2,851 1.6 1,423 0.5

所有権移
転外ファ
イナンス
・リース
資産

機械及び装置 233 0.1 290 0.1

総合金融
サービス

事業

器具備品 1,890 1.1 2,629 0.9

ソフトウエア 386 0.2 490 0.2

その他 27 0.0 38 0.0

計 2,538 1.4 3,449 1.2

オペレーティング・リース資産 1,906 1.1 2,115 0.7

割賦債権 3,922 2.2 9,214 3.1

信用取引資産 2,628 1.5 2,098 0.7

その他の資産 3,501 2.1 4,746 1.6

小計 105,821 60.4 215,554 72.4

債権管理
回収事業

買取債権 25,712 14.7 26,864 9.0

買取不動産 17,533 10.0 19,240 6.5

小計 43,245 24.7 46,104 15.5

不動産
事業

販売用不動産 15,871 9.1 33,796 11.3

仕掛販売用不動産 10,167 5.8 2,342 0.8

小計 26,039 14.9 36,138 12.1

合計 175,107 100.0 297,797 100.0

(注) 1. 割賦債権については、割賦未実現利益を控除した額によっております。

 2. 上記のほか、総合金融サービス事業（信用保証事業）にかかる保証債務残高は以下のとおりであります。

区分

当第１四半期連結会計期間末
（平成20年６月30日）

前第１四半期連結会計期間末
（平成19年６月30日）

金額(百万円) 金額(百万円)

 保証債務残高 28,526 16,839

(注) 保証債務残高は、債務保証損失引当金及び関係会社事業損失引当金控除後の金額を記載しております。
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